
  

 

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 佐世保工業高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

機械工学科  

 ３ 

４ ７ ７  

電気電子工学科 
 

４ ７ ７  

電子制御工学科 
 

４ ７ ７  

物質工学科 
 

４ ７ ７  

 複合工学専攻    ８ ８ ７  

（備考） 

 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.sasebo.ac.jp/department/syllabus/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 佐世保工業高等専門学校 
設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページにて公表 

https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/upload-

file%20folder/02_%E4%BA%BA%E4%BA%8B/kisoku/yakuin-20221016.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 熊本大学長 

2016 年 4 月

1 日～2024

年 3 月 31 日 
理事長 

常勤 
豊橋技術科学大学理事・

副学長 

2020 年 4 月

1 日～2024

年 3 月 31 日 

国際交流・海外展開 

情報システム 

非常勤 東京大学教授 

2022 年 4 月

1 日～2024

年 3 月 31 日 
男女共同参画 

（備考） 

 

  



  

 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 佐世保工業高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

非常勤講師を含む全教員が、担当科目の授業計画（授業の方法及び内容、到達目標、

成績評価の方法や基準、その他の事項を記載）を作成し、教務主事並びに各学科の教

務主事補等により内容を確認の上、年度初めにウェブサイトにて公表している。 

授業計画書の公表方法 https://www.sasebo.ac.jp/department/syllabus/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
各授業科目のシラバスには以下の項目が記載されている。 

科目基礎情報、到達目標、ルーブリック（評価基準）、 

学科の到達目標項目との関係 

教育方法等（概要、授業の進め方・方法、注意点）、 

授業計画、評価割合 

 

教員はシラバスの記載事項に則り、適切に授業を行い、各学生の学修成果を把握して

いる。また、年度末に開催される進級判定会議等において「佐世保工業高等専門学校

学業成績の評価及び課程修了の認定等に関する規則」に規定された条件を満たしてい

るかを審議し、適切に学修成果の評価を行い、単位を認定している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
平均点及び順位付けのルールについては、以下のとおりである。 

（本科） 

１．順位付けに用いる科目群 

 前期末では，前期並びに通年開講され，前期末に成績が提出されている科目を対 

象とする。 

 また，前期末の順位付けにおいて，後期に追試験を行った結果は，後期末の成績に

反映される。 

 後期末では，後期並びに通年開講され，後期末に成績が提出されている科目を対 

象とする。 



  

 

 上記において，通年開講される科目とは，前期に開始し，後期に終了する科目を指

す。 

２．順位付けに用いるスコア 

 前記した前期履修科目および後期履修科目（通年開講科目を含む）それぞれにつ 

いて，当該学生の評価点の平均を順位付けのためのスコアとする。評価点の平均は小

数点以下第２位を四捨五入する。 

３．順位の決定方法 

 各学科・各学年において，上記のスコアの値の大きい者を上位とする。スコアが同

点の場合は同順位とする。なお，留学生並びに休学者は順位決定の対象外とする。 

４．対象除外の科目 

 特別活動 

 

（専攻科） 

１．順位付けに用いる科目群 

 前期末では，１年次においては前期に開講されている科目を対象とし，２年次にお

いては上記に加え，１年次に修得した科目も対象とする。 

 後期末では，１年次においては前期に修得した科目，通年開講されている科目，後

期に開講されている科目を対象とする。２年次においては上記に加え，１年次に修得

した科目も対象とする。 

 上記において，通年開講される科目とは，前期に開始し，後期に終了する科目を指

す。 

２．順位付けに用いるスコア 

 前記した前期履修科目および後期履修科目（通年開講科目を含む）それぞれにつ 

いて，当該学生の評価点の平均を順位付けのためのスコアとする。評価点の平均は小

数点以下第２位を四捨五入する。 

３．順位の決定方法 

 各学年において，上記のスコアの値の大きい者を上位とする。スコアが同点の場 

合は同順位とする。なお，休学者は順位決定の対象外とする。 

◇順位付けは専攻（系）ごとに行っており、全専攻での順位付けは行っていない。 

４．対象除外の科目 

 他機関において受講した科目 

◇他の高等専門学校及び高等専門学校以外の教育施設等における学修等に関する 

規則により、認定科目として成績を評価しているため。 

 

成績通知表は全学生に配布され、各自の「学習の記録（冊子）」に保管することで、１

年次からの通知表を確認することができる。通知表には、各科目評定並びにクラス平

均点、成績の総点、平均点、学級平均点、学級順位が掲載されており、学生自身が自

分の成績がクラスのどの位置にあるかを把握することができる。 

また、学年ごとの各試験成績の推移を自身で記入し、反省点を次年度以降の学習計画

に活かしている。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.sasebo.ac.jp/education/sprt-

higher-ed/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

本科のディプロマ・ポリシー（卒業認定の方針） 

■機械工学科 

次に示す能力を修得し，規定の基準を満たした学生に対して，卒業を認定する。 

１）科学に関する基礎を理解し，計算あるいは説明することができる。  

２）論理的に思考し，意見をわかりやすく日本語および英語で表現することができる。 

３）多様な文化・価値観を尊重する倫理観を持ち，他者と協働することができる。  

４）幅広く自ら学び・考え，地域と世界の課題に対して積極的に取り組むことができ

る。 

５）情報セキュリティの必要性を認識したうえで，様々なデータを処理・分析できる。 

６）ものづくりの基盤となる機械工学に関連する知識・理論を課題解決に利用できる。 

７）ものづくりの基盤となる機械工学に関連する知識・技術を活用し，多面的視点か

ら社会の課題に取り組むことができる。 

■電気電子工学科 

次に示す能力を修得し，規定の基準を満たした学生に対して，卒業を認定する。 

１）科学に関する基礎を理解し，計算あるいは説明することができる。  

２）論理的に思考し，意見をわかりやすく日本語および英語で表現することができる。 

３）多様な文化・価値観を尊重する倫理観を持ち，他者と協働することができる。  

４）幅広く自ら学び・考え，地域と世界の課題に対して積極的に取り組むことができ

る。 

５）情報セキュリティの必要性を認識したうえで，様々なデータを処理・分析できる。 

６）社会基盤技術を支える電気・電子・情報工学に関連する知識・理論を課題解決に 

利用できる。 

７）社会基盤技術を支える電気・電子・情報工学に関連する知識・技術を活用し，多 

面的視点から社会の課題に取り組むことができる。 

■電子制御工学科 

次に示す能力を修得し，規定の基準を満たした学生に対して，卒業を認定する。 

１）科学に関する基礎を理解し，計算あるいは説明することができる。  

２）論理的に思考し，意見をわかりやすく日本語および英語で表現することができる。 

３）多様な文化・価値観を尊重する倫理観を持ち，他者と協働することができる。  

４）幅広く自ら学び・考え，地域と世界の課題に対して積極的に取り組むことができ 

る。 

５）情報セキュリティの必要性を認識したうえで，様々なデータを処理・分析できる。 

６）安心・安全な情報化社会を創出するデータサイエンス，および，電子制御技術に 

関連する知識・理論を課題解決に利用できる。 

７）安心・安全な情報化社会を創出するデータサイエンス，および，電子制御技術に 

関連する知識・技術を活用し，多面的視点から社会の課題に取り組むことができる。 

■物質工学科 

次に示す能力を修得し，規定の基準を満たした学生に対して，卒業を認定する。 

１）科学に関する基礎を理解し，計算あるいは説明することができる。  

２）論理的に思考し，意見をわかりやすく日本語および英語で表現することができる。 

３）多様な文化・価値観を尊重する倫理観を持ち，他者と協働することができる。 

４）幅広く自ら学び・考え，地域と世界の課題に対して積極的に取り組むことができ 

る。 

５）情報セキュリティの必要性を認識したうえで，様々なデータを処理・分析できる。 

６）生活を豊かにする物質をうみだす応用化学，および，バイオテクノロジーに関連 

する知識・理論を課題解決に利用できる。 

７）生活を豊かにする物質をうみだす応用化学，および，バイオテクノロジーに関連 



  

 

する知識・技術を活用し，多面的視点から社会の課題に取り組むことができる。 

専攻科のディプロマ・ポリシー（修了認定の方針） 

■複合工学専攻 

複合工学専攻は，グローバル化した社会において，高度化，複合化した工学分野の諸

問題を解決して「もの創り」を行うために，各専門分野（機械工学，電気電子工学，

情報工学，化学・生物工学）について深い専門性を養いつつ，先進的な他の専門分野

の知識と技術も身につける複合的な教育を行うことにより，複眼的な問題解決能力を

備えた創造性豊かな，世界に通用する「もの創り技術者」を育成する。このような人

材育成を達成するために，本校に在籍し，所定の単位を修得し，かつ，以下のような

能力を身につけた学生に対して，修了を認定する。 

(A) 工学の基礎および専門分野に関する知識を身につけ「もの創り」に応用できる。 

(B) 地球的視点でものごとを考える素養および能力と，科学技術が自然や社会に及ぼ

す影響を理解できる人間としての倫理観を有する。 

(C) 日本語による技術的な内容の説明・討論ができ，更に国際社会を意識した英語に

よるコミュニケーション基礎能力を有する。 

(D) 他の専門技術分野に関する基礎知識と最新の知識を身につけ，複合化・高度化し

た工学分野について複眼的に課題探求や問題解決ができる。 

(E) 自主的・継続的に学習でき，学内外の人々と協調して行動できる。  

 

上記ディプロマ・ポリシーに則り、年度末に開催される卒業判定会議において「佐世

保工業高等専門学校学業成績の評価及び課程修了の認定等に関する規則」に規定され

た要件を満たしているかを審議し、適切に卒業を認定している。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.sasebo.ac.jp/about-us/diploma-policy/ 

 

  



  

 

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 佐世保工業高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/documents/zaimusyohyoR3.pdf 

収支計算書又は

損益計算書 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/documents/zaimusyohyoR3.pdf 

財産目録  

事業報告書 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/information/R3jigyouhoukoku.pdf 

監事による監査

報告（書） 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/information/kansaR3.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単年度計画（名称：独立行政法人国立高等専門学校機構の年度計画 対象年度：令和 5 年

度） 

公表方法： 

https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/upload-

file%20folder/01_%E7%B7%8F%E5%8B%99/r5-keikaku.pdf 

中長期計画（名称：独立行政法人国立高等専門学校機構の中期計画 対象年度：平成 31 年

（2019 年）4月 1 日から令和 6 年（2024 年）3 月 31 日まで） 

公表方法： 

https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/upload-

file%20folder/01_%E7%B7%8F%E5%8B%99/4th-keikaku.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/gaibu-hyouka/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/ninsyo-hyouka/ 

 

  



  

 

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 機械工学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/kikaku/jimu/kisoku/06-20-

kyouikurinentounikannsurukisoku.pdf） 

（概要） 

一 材料力学・機械力学・熱力学・流体力学という４つの力学科目の習得を通して，機械工

学系技術者としての基礎能力を養成する。  

二 機械工作，機械材料，機構，設計などのものづくり技術関連分野に加え，制御工学や電

気・電子工学分野などのメカトロニクス技術関連分野の習得により，機械装置・機械シ

ステムの設計開発能力を養成する。  

三 ものづくりの基盤となる機械製図や機械工作実習，機械工学実験を通して実践力を育

み，卒業研究では自学自習能力の向上とともに，総合的な課題解決能力および技術開発

能力を養成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/diploma-policy/） 

（概要） 

次に示す能力を修得し，規定の基準を満たした学生に対して，卒業を認定する。 

１）科学に関する基礎を理解し，計算あるいは説明することができる。  

２）論理的に思考し，意見をわかりやすく日本語および英語で表現することができる。 

３）多様な文化・価値観を尊重する倫理観を持ち，他者と協働することができる。  

４）幅広く自ら学び・考え，地域と世界の課題に対して積極的に取り組むことができる。 

５）情報セキュリティの必要性を認識したうえで，様々なデータを処理・分析できる。 

６）ものづくりの基盤となる機械工学に関連する知識・理論を課題解決に利用できる。 

７）ものづくりの基盤となる機械工学に関連する知識・技術を活用し，多面的視点から社

会の課題に取り組むことができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/curriculum-policy/） 

（概要） 

国立高等専門学校機構モデルコアカリキュラムに準拠した体系的なカリキュラムを構成す

る。 

各科目の到達目標・授業方法・授業計画・評価方法を Web シラバスにより公開し，学修の

成果は，後に定める基準により評価する。 

１）科学に関する基礎を理解し，計算あるいは説明する力を育成するために，数学・自然

科学系科目を設ける。 

２）論理的に思考し，意見をわかりやすく日本語および英語で表現する力を育成するため

に，人文科学系科目を設ける。 

３）多様な文化・価値観を尊重する倫理観を持ち，他者と協働する力を育成するために，

社会科学系科目を設ける。 

４）幅広く自ら学び・考え，地域と世界の課題に対して積極的に取り組む力を育成するた

めに，総合的科目を設ける。 

５）情報セキュリティの必要性を認識したうえで，様々なデータを処理・分析する力を育

成するために，数理情報系科目を設ける。 

６）ものづくりの基盤となる機械工学に関連する知識・理論を利用し，課題解決する力を

育成するために，機械系工学科目を設ける。 

７）ものづくりの基盤となる機械工学に関連する知識・技術を活用し，多面的視点から社

会の課題に取り組む力を育成するために，機械系工学実験を設ける。 

 



  

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/admission-policy/） 

（概要） 

機械工学科では，次のような人材を求めます。また，４年次編入学の場合は以下に準じま

す。 

１）自然現象に対して好奇心が強く，ものづくりの好きな人 

２）機械に興味をもち，機械に関する専門知識と技術を習得したい人 

３）基礎学力を有し，それらを活用して論理的に思考し，表現できる人 

４）技術者として人類の幸福に貢献したり国際的に活躍したい人 

 

学部等名 電気電子工学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/kikaku/jimu/kisoku/06-20-

kyouikurinentounikannsurukisoku.pdf） 

（概要） 

一 電気回路や電磁気学などの工学系基礎科目の習得を通して，電気電子系技術者としての

基礎能力を養成する。 

二 電気工学，電子工学および情報通信工学の三分野の幅広い技術を教授し，エネルギー・

エレクトロニクス・コンピュータ分野で課題を追及・解決できる能力を養成する。 

三 電気電子情報工学実験や実習などの実践的学習を通して，計画・遂行・データ解析・工

学的考察および説明能力を育み，卒業研究においては技術開発能力を養成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/diploma-policy/） 

（概要） 

次に示す能力を修得し，規定の基準を満たした学生に対して，卒業を認定する。 

１）科学に関する基礎を理解し，計算あるいは説明することができる。  

２）論理的に思考し，意見をわかりやすく日本語および英語で表現することができる。 

３）多様な文化・価値観を尊重する倫理観を持ち，他者と協働することができる。  

４）幅広く自ら学び・考え，地域と世界の課題に対して積極的に取り組むことができる。 

５）情報セキュリティの必要性を認識したうえで，様々なデータを処理・分析できる。 

６）社会基盤技術を支える電気・電子・情報工学に関連する知識・理論を課題解決に利用

できる。 

７）社会基盤技術を支える電気・電子・情報工学に関連する知識・技術を活用し，多面的

視点から社会の課題に取り組むことができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/curriculum-policy/） 

（概要） 

国立高等専門学校機構モデルコアカリキュラムに準拠した体系的なカリキュラムを構成す

る。 

各科目の到達目標・授業方法・授業計画・評価方法を Web シラバスにより公開し，学修の

成果は，後に定める基準により評価する。 

１）科学に関する基礎を理解し，計算あるいは説明する力を育成するために，数学・自然

科学系科目を設ける。 

２）論理的に思考し，意見をわかりやすく日本語および英語で表現する力を育成するため

に，人文科学系科目を設ける。 

３）多様な文化・価値観を尊重する倫理観を持ち，他者と協働する力を育成するために，

社会科学系科目を設ける。 

４）幅広く自ら学び・考え，地域と世界の課題に対して積極的に取り組む力を育成するた

めに，総合的科目を設ける。 

５）情報セキュリティの必要性を認識したうえで，様々なデータを処理・分析する力を育

成するために，数理情報系科目を設ける。 



  

 

６）社会基盤技術を支える電気・電子・情報工学に関連する知識・理論を利用し，課題解

決する力を育成するために，電気・電子系工学科目を設ける。 

７）社会基盤技術を支える電気・電子・情報工学に関連する知識・技術を活用し，多面的

視点から社会の課題に取り組む力を育成するために，電気・電子系工学実験を設ける。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/admission-policy/） 

（概要） 

電気電子工学科では，次のような人材を求めます。また，４年次編入学の場合は以下に準

じます。 

１）自然現象に対して好奇心が強く，ものづくりの好きな人 

２）電気電子工学に興味をもち，電気電子工学に関する専門知識と技術を習得したい人 

３）基礎学力を有し，それらを活用して論理的に思考し，表現できる人 

４）技術者として人類の幸福に貢献したり国際的に活躍したい人 

 

学部等名 電子制御工学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/kikaku/jimu/kisoku/06-20-

kyouikurinentounikannsurukisoku.pdf） 

（概要） 

一 情報通信系，電気電子系，機械制御系の基礎科目の習得を通して，電子情報・制御系技

術者としての基礎能力を養成する。 

二 ソフトウェアや電子制御システムの理解を通じて，コンピュータや電子回路技術を応用

した自動化システム・ロボットシステム・知能化システムのデザイン能力を養成する。 

三 情報処理や工学実験などの実験実習を通して実践力を育み，卒業研究では自学自習能力

の向上とともに，問題解決能力および技術開発能力を養成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/diploma-policy/） 

（概要） 

次に示す能力を修得し，規定の基準を満たした学生に対して，卒業を認定する。 

１）科学に関する基礎を理解し，計算あるいは説明することができる。  

２）論理的に思考し，意見をわかりやすく日本語および英語で表現することができる。 

３）多様な文化・価値観を尊重する倫理観を持ち，他者と協働することができる。  

４）幅広く自ら学び・考え，地域と世界の課題に対して積極的に取り組むことができる。 

５）情報セキュリティの必要性を認識したうえで，様々なデータを処理・分析できる。 

６）安心・安全な情報化社会を創出するデータサイエンス，および，電子制御技術に関連

する知識・理論を課題解決に利用できる。 

７）安心・安全な情報化社会を創出するデータサイエンス，および，電子制御技術に関連

する知識・技術を活用し，多面的視点から社会の課題に取り組むことができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/curriculum-policy/） 

（概要） 

国立高等専門学校機構モデルコアカリキュラムに準拠した体系的なカリキュラムを構成す

る。 

各科目の到達目標・授業方法・授業計画・評価方法を Web シラバスにより公開し，学修の

成果は，後に定める基準により評価する。 

１）科学に関する基礎を理解し，計算あるいは説明する力を育成するために，数学・自然

科学系科目を設ける。 

２）論理的に思考し，意見をわかりやすく日本語および英語で表現する力を育成するため

に，人文科学系科目を設ける。 

３）多様な文化・価値観を尊重する倫理観を持ち，他者と協働する力を育成するために，

社会科学系科目を設ける。 



  

 

４）幅広く自ら学び・考え，地域と世界の課題に対して積極的に取り組む力を育成するた

めに，総合的科目を設ける。 

５）情報セキュリティの必要性を認識したうえで，様々なデータを処理・分析する力を育

成するために，数理情報系科目を設ける。 

６）安心・安全な情報化社会を創出するデータサイエンス，および，電子制御技術に関連

する知識・理論を利用し，課題解決する力を育成するために，情報系工学科目を設ける。 

７）安心・安全な情報化社会を創出するデータサイエンス，および，電子制御技術に関連

する知識・技術を活用し，多面的視点から社会の課題に取り組む力を育成するために，

情報系工学実験を設ける。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/admission-policy/） 

（概要） 

電子制御工学科では，次のような人材を求めます。また，４年次編入学の場合は以下に準

じます。 

１）自然現象に対して好奇心が強く，ものづくりの好きな人 

２）コンピュータやロボットに興味をもち，情報や電子制御システムに関する専門知識と

技術を習得したい人 

３）基礎学力を有し，それらを活用して論理的に思考し，表現できる人 

４）技術者として人類の幸福に貢献したり国際的に活躍したい人 

 

学部等名 物質工学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/kikaku/jimu/kisoku/06-20-

kyouikurinentounikannsurukisoku.pdf） 

（概要） 

一 有機化学系，無機化学系，分析化学系，化学工学系および生物工学系の基礎科目の習得

を通して，化学・生物系技術者としての基礎能力を養成する。 

二 機能材料学や分子生物学などの分野の理解を通じて，化学および生物工学領域における

課題探究能力を養成する。 

三 物質化学実験により実践力を育み，卒業研究により自学自習能力の向上とともに，課題

解決能力および技術開発能力を養成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/diploma-policy/） 

（概要） 

次に示す能力を修得し，規定の基準を満たした学生に対して，卒業を認定する。 

１）科学に関する基礎を理解し，計算あるいは説明することができる。  

２）論理的に思考し，意見をわかりやすく日本語および英語で表現することができる。 

３）多様な文化・価値観を尊重する倫理観を持ち，他者と協働することができる。  

４）幅広く自ら学び・考え，地域と世界の課題に対して積極的に取り組むことができる。 

５）情報セキュリティの必要性を認識したうえで，様々なデータを処理・分析できる。 

６）生活を豊かにする物質をうみだす応用化学，および，バイオテクノロジーに関連する

知識・理論を課題解決に利用できる。 

７）生活を豊かにする物質をうみだす応用化学，および，バイオテクノロジーに関連する

知識・技術を活用し，多面的視点から社会の課題に取り組むことができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/curriculum-policy/） 

（概要） 

国立高等専門学校機構モデルコアカリキュラムに準拠した体系的なカリキュラムを構成す

る。 

各科目の到達目標・授業方法・授業計画・評価方法を Web シラバスにより公開し，学修の

成果は，後に定める基準により評価する。 



  

 

１）科学に関する基礎を理解し，計算あるいは説明する力を育成するために，数学・自然

科学系科目を設ける。 

２）論理的に思考し，意見をわかりやすく日本語および英語で表現する力を育成するため

に，人文科学系科目を設ける。 

３）多様な文化・価値観を尊重する倫理観を持ち，他者と協働する力を育成するために，

社会科学系科目を設ける。 

４）幅広く自ら学び・考え，地域と世界の課題に対して積極的に取り組む力を育成するた

めに，総合的科目を設ける。 

５）情報セキュリティの必要性を認識したうえで，様々なデータを処理・分析する力を育

成するために，数理情報系科目を設ける。 

６）生活を豊かにする物質をうみだす応用化学，および，バイオテクノロジーに関連する

知識・理論を利用し，課題解決する力を育成するために，化学・生物系工学科目を設け

る。 

７）生活を豊かにする物質をうみだす応用化学，および，バイオテクノロジーに関連する

知識・技術を活用し，多面的視点から社会の課題に取り組む力を育成するために，化学・

生物系工学実験を設ける。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/admission-policy/） 

（概要） 

物質工学科では，次のような人材を求めます。また，４年次編入学の場合は以下に準じま

す。 

１）自然現象に対して好奇心が強く，ものづくりの好きな人 

２）化学や生物に興味をもち，物質工学に関する専門知識と技術を習得したい人 

３）基礎学力を有し，それらを活用して論理的に思考し，表現できる人 

４）技術者として人類の幸福に貢献したり国際的に活躍したい人 

 

学部等名 複合工学専攻 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/kikaku/jimu/kisoku/06-20-

kyouikurinentounikannsurukisoku.pdf） 

（概要） 

一 工学の基礎および専門分野に関する知識を教授し，創造性豊かな応用力を養成する。 

二 地球的視点でものごとを考える素養および能力と，科学技術が自然や社会に及ぼす影響

を理解できる人間としての倫理観を養成する。 

三 日本語による技術的な内容の説明・討論ができる能力と国際社会を意識した英語による

コミュニケーション基礎能力を養成する。 

四 他の専門技術分野に関する基礎知識と最新の知識を教授し，複合化・高度化した工学分

野について複眼的な課題探求能力と問題解決能力を養成する。 

五 自主的・継続的に学習でき，協調して行動できる能力を養成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/diploma-policy/） 

（概要） 

複合工学専攻は，グローバル化した社会において，高度化，複合化した工学分野の諸問題

を解決して「もの創り」を行うために，各専門分野（機械工学，電気電子工学，情報工

学，化学・生物工学）について深い専門性を養いつつ，先進的な他の専門分野の知識と技

術も身につける複合的な教育を行うことにより，複眼的な問題解決能力を備えた創造性豊

かな，世界に通用する「もの創り技術者」を育成する。このような人材育成を達成するた

めに，本校に在籍し，所定の単位を修得し，かつ，以下のような能力を身につけた学生に

対して，修了を認定する。 

(A) 工学の基礎および専門分野に関する知識を身につけ「もの創り」に応用できる。 

(B) 地球的視点でものごとを考える素養および能力と，科学技術が自然や社会に及ぼす影

響を理解できる人間としての倫理観を有する。 



  

 

(C) 日本語による技術的な内容の説明・討論ができ，更に国際社会を意識した英語による

コミュニケーション基礎能力を有する。 

(D) 他の専門技術分野に関する基礎知識と最新の知識を身につけ，複合化・高度化した工

学分野について複眼的に課題探求や問題解決ができる。 

(E) 自主的・継続的に学習でき，学内外の人々と協調して行動できる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/curriculum-policy/） 

（概要） 

ディプロマ・ポリシーにおいて掲げた能力を育成するために，高度科学技術の中核を担う

専門職業人としての教養と専門基礎知識を有する技術者の養成を以下の内容で行う。 

１）理数系の基礎・応用力，豊かな教養と人間性，国際性を育むための数学（数理科学） 

や一般化学などの共通基礎科目および現代物理などの専門基礎科目 

２）地球的視点と技術者倫理に関する科目：日本語表現法，総合英語，応用コミュニケー

ションなどの語学教育により国際的に通用するコミュニケーション能力を養う科目。 

産業経済と技術者倫理，環境論，国際関係論などにより地球的視野で技術と社会の共生

を追求しグローバルな視点をもつ技術者を育成する科目 

３）課題解決能力育成科目：技術者総合ゼミ，総合創造実験，総合創造演習などにより４

つの系の専門分野をコラボレートし，システム創成能力と複眼的な問題解決能力を養う

複合科目。特別研究などにより，基礎・専門知識や技術を活用して自ら課題を探求し解

決できる能力，自主性や協調性，等を総合的に育成するための科目 

４）各工学系および産業数理技術者育成プログラムの，基礎・専門に関する知識と技術を

習得する専門科目 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/admission-policy/） 

（概要） 

専攻科複合工学専攻では次のような人材を求めます。 

１）科学と工学の基礎的学力を十分身につけている人  

２）社会性と倫理観を身につける意欲を持っている人 

３）基礎的なコミュニケーション能力を身につけている人 

４）複眼的かつ実践的能力を身につける意欲を持つ人 

５）地域及び国際社会の発展のため，技術者として自主的に行動する意欲を持つ人 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/kyouiku-joho/ 

 

  



  

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ １人 － １人

基幹教育科 － ８人 ７人 ５人 ０人 ０人 ２０人

機械工学科 － ５人 ２人 １人 ２人 ０人 １０人

電気電子工学科 － ３人 ３人 １人 １人 ０人 ８人

電子制御工学科 － ８人 ２人 １人 １人 ０人 １２人

物質工学科 － ５人 ３人 １人 １人 ０人 １０人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

人 ３０人 ３０人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/collaboration/seeds/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

年に４回程度開催され、他機関より講師を招いての授業改善、学生支援、ハラスメント、情報セキュリテ

ィ等に関する講演等を実施している。 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

機械工学科 ４０人 ４４人 110.0％ ２００人 ２０２人 101.0％ 人 １人 

電気電子工学科 ４０人 ４４人 110.0％ ２００人 ２１５人 107.5％ 人 １人 

電子制御工学科 ４０人 ４２人 105.0％ ２００人 ２１６人 108.0％ 人 １人 

物質工学科 ４０人 ４３人 107.5％ ２００人 ２１１人 105.5％ 人 １人 

複合工学専攻 １６人 ２７人 168.8％ ３２人 ５２人 162.5％ 人 人 

合計 １７６人 ２００人 113.6％ ８３２人 ８９６人 107.7％ 人 ４人 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

機械工学科 
４２人

（100％）

１６人

（38.1％）

２３人 

（54.8％） 

３人

（7.1％）

電気電子工学科 
３８人

（100％）

１２人

（31.6％）

２５人 

（65.8％） 

１人

（2.6％）

電子制御工学科 
３８人

（100％）

１５人

（39.5％）

２３人 

（60.5％） 

０人

（0％）

物質工学科 
３７人

（100％）

１１人

（29.7％）

２６人 

（70.3％） 

０人

（0％）

複合工学専攻 
２３人

（100％）

４人

（17.4％）

１８人 

（78.3％） 

１人

（4.3％）

合計 
１７８人

（100％）

５８人

（32.6％）

１１５人 

（64.6％） 

５人

（2.8％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

◆進学先 

（本科）東京大学、東京工業大学、電気通信大学、豊橋技術科学大学、岡山大学、島根大学、九州大学、

九州工業大学、熊本大学、宮崎大学、大分大学 

（専攻科）九州大学大学院、九州工業大学大学院 

◆就職先 

（本科）エスケー化研（株）、（株）LIXIL、（株）東洋新薬、ダイキン工業（株）、久光製薬（株）、 

    富士フィルム（株）、旭化成（株）、大日精化工業（株）、京セラ（株）鹿児島国分工場 

（専攻科）DIC（株）、凸版印刷（株）、（株）安川電機、三井化学（株）、三洋化成工業（株） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人

（  ％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（  ％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（  ％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（  ％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（  ％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
人

（  ％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 

 

 

 

 

 



  

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

各授業科目担当教員が、ウェブシラバスを用いて授業計画を作成し、ウェブサイトにて公表し

ている。 

https://www.sasebo.ac.jp/department/syllabus/ 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

佐世保工業高等専門学校学業成績の評価及び課程修了の認定等に関する規則において具体的

な基準等を定めている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 

機械工学科 １６７単位 無 単位

電気電子工学科 １６８単位 無 単位

電子制御工学科 １６７単位 無 単位

物質工学科 １６７単位 無 単位

 複合工学専攻 ６４単位 無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）

公表方法：学生がフォーラムや学会賞を受賞した等の情報は、本

校ウェブサイトにより公表している。 

https://www.sasebo.ac.jp/articles/33573/ 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/kyouiku-joho/ 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

機械工学科 

234,600 円 

 

84,600 円
63,050～ 

70,750 円

スポーツ振興センター共済掛金 

1,550 円 

教科書代 約 45,000 円 

学生会費  16,500 円 

寄宿料（寮生のみ） 7,700 円 

電気電子工学科 

電子制御工学科 

物質工学科 

 複合工学専攻 234,600 円 84,600 円 46,550 円

スポーツ振興センター共済掛金

1,550 円 

教科書代 約 45,000 円 

 

 

 

 

 



  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

日本学生支援機構の給付型奨学金の採用候補者である入学者については、入学の手続きの際

に申し出の書類の提出があれば日本学生支援機構での審査結果が出るまで入学料、授業料の

徴収を猶予する。また、その他の入学者についても徴収猶予の申請があり、学内で認められ

れば半年程度徴収を猶予している。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

・各学科で組織的に適切な進路指導を行うとともに、キャリアＰＢＬ教育を柱とした本校独

自のキャリア教育システムを構築し、学生の主体的なキャリアデザインを支援している。ま

た、進路に関係する企業情報の提供と同時に、キャリアコーディネータによる就職関連の相

談と面談支援を行っている。 

・低学年からキャリア教育を充実させ、学年毎に講演会や講習会を企画し、将来の動機付け

を行うとともに、産学連携コンソーシアム（西九州テクノコンソーシアム；ＮＴＣ）との提

携による学外授業・体験等を通して、明確な職業観を持った技術者の育成を図っている。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

３名の臨床心理士・公認心理師によるカウンセリング（月８日程度）およびスクールソーシ

ャルワーカーによる学生サポート（月８日程度）を実施している。状況に応じて、担任・保

護者・学科と連携して対応する。また、教職員の発達障害、身体障害およびハラスメントへ

の理解を深めるため、メンタルヘルスや学生相談技法などに関する研修会への積極的な参加

を促す。 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.sasebo.ac.jp/about-us/kyouiku-joho/ 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

115人

後半期

56人

35人

12人

-

学校名

設置者名

佐世保工業高等専門学校

独立行政法人国立高等専門学校機構

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

59人

36人第Ⅰ区分

学校コード G142110111285

（備考）

内
訳

14人

-

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

115人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人 0人 0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計 - -

0人 0人

- -

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人 0人

0人 0人

（備考）

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 11人 12人

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

11人 12人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）


